
ＡＶ－８Ｂハリアー機の胴体着陸に抗議し、外来機の飛来・訓練 
の禁止を求める意見書                          

  
 ４月１２日午後１２時３０分ごろ、米空軍嘉手納基地内で米海兵隊３１１海兵攻

撃中隊所属のＡＶ８Ｂハリアー垂直離着陸攻撃機が、着陸時に機体故障を起こし胴

体着陸する事故が発生した。今回の事故は、訓練過密による整備点検の不十分や安

全管理の不徹底などから発生したものにほかならない。ＡＶ８Ｂハリアー機は、こ

れまでも同基地内で墜落事故などを引き起こしており、一歩間違えれば、基地周辺

住民を巻き込んだ大惨事にもつながりかねず、原因解明のないまま訓練を再開した

ことに対し、町民の生命、安全を守る立場から厳しく抗議するものである。    
 一方、海外での事故とはいえ看過できない重大事故が発生している。一つは、日

本時間４月７日未明（現地時間６日昼過ぎ）米国バージニア州の住宅地で米海軍所

属のＦＡ１８戦闘攻撃機が離陸後に墜落し、アパートが炎上し、約４０件が被害を

受けた事故である。事故を起こしたＦＡ１８の同型機は、岩国基地などから日常的

に嘉手納基地に飛来し、訓練を行っている。同墜落事故は他人事ではなく、いつ嘉

手納町民が同じ目に合わないとも限らない重大事故であり、あらためてＦＡ１８機

の飛来、訓練を断固拒否するものである。また、４月１１日、アフリカのモロッコ

で米海兵隊垂直離着陸機ＭＶ２２オスプレイが合同訓練中に墜落し、米海兵隊４人

のうち２人が死亡し、２人が重傷を負う重大事故が発生した。米国防総省は、同型

機ＭＶ２２オスプレイ２４機を普天間基地に今秋から順次配備する予定である。４

月１６日には、同型機の開発計画担当者の米海軍省大佐は、墜落事故の原因解明を

待たず、当初計画通り、９月末までに１２機を普天間に配備すると明言している。

ＭＶ２２オスプレイが配備されれば、嘉手納基地への飛来、訓練も想定され、町民

の生命、安全、生活環境が極度に脅かされることは明白であり、同型機の普天間基

地配備、嘉手納基地への飛来に断固反対するものである。              
 よって、嘉手納町議会は、町民の生命、安全、財産、生活環境を守る立場から下

記事項の速やかな実現を強く求めるものである。                   

                                      
記                   

 
１ ＡＶ８Ｂハリアー機の事故原因を徹底解明し、公表すること。         
２ ＡＶ８Ｂハリアー垂直離着陸攻撃機、ＦＡ１８戦闘攻撃機など外来機の飛来、   
  訓練を禁止すること。                           
３ ＭＶ２２オスプレイの普天間基地配備、嘉手納基地への飛来をやめること。    
 以上、地方自治法第９９条の規定により意見書を提出する。            

 
平成２４年４月２０日 
沖縄県嘉手納町議会 

（あて先） 
  内閣総理大臣 外務大臣 防衛大臣 外務省沖縄大使 

   
  沖縄防衛局長 沖縄県知事                           



ＡＶ－８Ｂハリアー機の胴体着陸に抗議し、外来機の飛来・訓練 
の禁止を求める抗議決議                          

  
 ４月１２日午後１２時３０分ごろ、米空軍嘉手納基地内で米海兵隊３１１海兵攻

撃中隊所属のＡＶ８Ｂハリアー垂直離着陸攻撃機が、着陸時に機体故障を起こし胴

体着陸する事故が発生した。今回の事故は、訓練過密による整備点検の不十分や安

全管理の不徹底などから発生したものにほかならない。ＡＶ８Ｂハリアー機は、こ

れまでも同基地内で墜落事故などを引き起こしており、一歩間違えれば、基地周辺

住民を巻き込んだ大惨事にもつながりかねず、原因解明のないまま訓練を再開した

ことに対し、町民の生命、安全を守る立場から厳しく抗議するものである。    
 一方、海外での事故とはいえ看過できない重大事故が発生している。一つは、日

本時間４月７日未明（現地時間６日昼過ぎ）米国バージニア州の住宅地で米海軍所

属のＦＡ１８戦闘攻撃機が離陸後に墜落し、アパートが炎上し、約４０件が被害を

受けた事故である。事故を起こしたＦＡ１８の同型機は、岩国基地などから日常的

に嘉手納基地に飛来し、訓練を行っている。同墜落事故は他人事ではなく、いつ嘉

手納町民が同じ目に合わないとも限らない重大事故であり、あらためてＦＡ１８機

の飛来、訓練を断固拒否するものである。また、４月１１日、アフリカのモロッコ

で米海兵隊垂直離着陸機ＭＶ２２オスプレイが合同訓練中に墜落し、米海兵隊４人

のうち２人が死亡し、２人が重傷を負う重大事故が発生した。米国防総省は、同型

機ＭＶ２２オスプレイ２４機を普天間基地に今秋から順次配備する予定である。４

月１６日には、同型機の開発計画担当者の米海軍省大佐は、墜落事故の原因解明を

待たず、当初計画通り、９月末までに１２機を普天間に配備すると明言している。

ＭＶ２２オスプレイが配備されれば、嘉手納基地への飛来、訓練も想定され、町民

の生命、安全、生活環境が極度に脅かされることは明白であり、同型機の普天間基

地配備、嘉手納基地への飛来に断固反対するものである。              
 よって、嘉手納町議会は、町民の生命、安全、財産、生活環境を守る立場から下

記事項の速やかな実現を強く求めるものである。                   

                                      
記                   

 
１ ＡＶ８Ｂハリアー機の事故原因を徹底解明し、公表すること。         
２ ＡＶ８Ｂハリアー垂直離着陸攻撃機、ＦＡ１８戦闘攻撃機など外来機の飛来、   
  訓練を禁止すること。                           
３ ＭＶ２２オスプレイの普天間基地配備、嘉手納基地への飛来をやめること。    
 以上、決議する。            

 
平成２４年４月２０日 
沖縄県嘉手納町議会 

（あて先） 
  駐日米国大使  在日米軍司令官  在日米軍沖縄地域調整官         
  在沖米国総領事  嘉手納基地第１８航空団司令官             
  第１海兵航空団司令官  沖縄県議会議長 


